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「ＪＲ連合ビジョン」の実践と
  政策の推進を通じて、
ＪＲ産業の持続的発展と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

今
要
請
行
動
は
、
「
３
密
」

対
策
と
し
て
少
人
数
で
実
施
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
市
朗
会
長
、
上

村
良
成
副
会
長
（
産
業
政
策
委

員
長
）
、
昆
弘
美
副
会
長
（
産

業
政
策
副
委
員
長
）
、尾
形
泰

二
郎
事
務
局
長
、
中
村
鉄
平
交

通
政
策
部
長
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
会
長
か
ら
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
産
業
総
体
で
、
昨
年
度
と

比
較
し
て
１
兆
円
を
優
に
超
え

労
使
で
最
大

限
の
努
力
を

講
じ
て
い
く

が
、
是
非
行

政
に
お
い
て

も
様
々
な
観

点
か
ら
政
策

面
で
ご
支
援

頂
き
た
い
」と

未
曾
有
の
事

態
を
踏
ま
え

た
対
応
を
要

請
し
た
。

「ＪＲ連合ビジョン」（ＨＰに掲載）の実践が組織
の強化・拡大につながる

る
収
入
が
消

失
し
た
。お

盆
輸
送
で
も

前
年
の
２
〜

３
割
程
度
の

ご
利
用
状
況

と
影
響
が
長

期
化
し
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
産

業
で
働
く
30

万
人
の
雇
用

と
生
活
を
守

る
べ
く
個
別

　

要
望
書
を
受
け
取
っ
た
鉄
道

局
の
森
髙
龍
平
企
画
室
長
は

「
非
常
に
中
身
の
濃
い
内
容
を

提
起
し
て
い
た
だ
い
た
。
４

－

６
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
か
ら
も
全
産

業
的
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が

霞
む
ほ
ど
の
深
刻
な
状
況
は
明

ら
か
。
鉄
道
も
新
し
い
日
常
に

適
切
か
つ
持
続
的
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
安

全
・
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
と

と
も
に
、
自
然
災
害
に
も
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
上
村
副
会
長
ら
参

加
者
か
ら
直
面
す
る
課
題
に
つ

い
て
現
場
か
ら
の
声
を
訴
え
、

国
交
省
の
実
務
担
当
者
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
政
策

活
動
を
展
開
し
、
９
月
末
に
予

定
す
る
各
省
庁
か
ら
の
予
算
概

算
要
求
、
税
制
改
正
要
望
ま
で

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
秋
以
降
の
ヤ
マ
場
に
む

け
て
各
単
組
と
連
携
を
深
め
つ

つ
、
議
員
懇
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

関
係
す
る
議
員
と
の
協
力
体
制

で
解
決
に
む
け
た
前
進
を
図
っ

て
い
く
。

を
踏
ま
え
た
政
策
課
題
に
つ
い

て
情
報
共
有
を
行
う
と
と
も
に
、

出
席
し
た
議
員
秘
書
か
ら
は
活

発
な
質
疑
が
な
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
、
21

世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
っ
た
政
治

と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
政
策

課
題
・
組
織
課
題
の
解
決
へ
と

着
実
に
前
進
さ
せ
て
い
く
。

り
浸
透
さ
せ
る
べ
く
、

昨
年
度
の
「
Ｊ
Ｒ
連
合

ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
委
員

会
メ
ン
バ
ー
を
そ
の
ま

ま
本
委
員
会
に
移
行
さ

せ
、
取
り
組
み
の
深
度

化
を
議
論
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ

て
社
会
の
変
化
が
大
幅

に
加
速
し
、
健
全
な
労

の
議
員
秘
書
と
衆
議
院
第
二
議

員
会
館
に
て
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
会
長
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
Ｊ
Ｒ

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
８
月
19
日
、

Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を
支
援
い
た
だ

い
て
い
る
国
会
議
員
連
盟「
21
世

紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
所
属
す
る
衆
参
63
人

産
業
へ
の

影
響
に
つ

い
て
、
Ｊ

Ｒ
各
社
の

２
０
２
０

年
度
の
第

１
四
半
期

決
算
と
お

盆
輸
送
の

低
迷
を
踏

ま
え
、
Ｊ

Ｒ
発
足
以

来
の
深
刻

な
経
営
状

況
と
な
っ
て
お
り
Ｊ
Ｒ
産
業
総

体
で
昨
年
度
と
比
較
し
１
兆
円

を
優
に
超
え
る
減
収
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
説
明
。
国
か
ら
の

支
援
を
求
め
、
要
請
行
動
を
展

開
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、

引
き
続
き
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

議
員
・
秘
書
と
の
連
携
・
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
と
訴
え
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
中

村
交
通
政
策
部
長
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
策
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ

Ｒ
貨
物
の
経
営
自
立
に
む
け
た

支
援
へ
の
対
応
策
、
相
次
ぐ
自

然
災
害
に
よ
る
鉄
道
被
災
へ
の

対
応
策
な
ど
の
政
策
課
題
を
説

明
し
、
中
山
耕
介
組
織
部
長
か

ら
は
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
現
状
な
ど

組
織
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
求

め
た
。

　

続
い
て
、
エ
リ
ア
ご
と
に
分

か
れ
た
意
見
交
換
の
場
で
は
、

同
席
し
た
Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
政
策

担
当
者
か
ら
各
エ
リ
ア
の
情
勢

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
８
月
に
各
地

で
各
種
委
員
会
や
会
議
を
開
催

し
、
第
29
回
定
期
大
会
で
掲
げ

た
運
動
方
針
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
し
、
意
志

統
一
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
各

単
組
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
等
も

共
有
し
、
困
難
な
状
況
下
に
お

い
て
も
Ｊ
Ｒ
連
合
一
丸
と
な
っ

て
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
を
考
慮

し
、
東
京
で
開
催
が
集
中
す
る

こ
と
は
可
能
な
限
り
避
け
た
上

で
会
場
で
は
十
分
な
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
、

希
望
者
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し

て
出
席
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
会
議

と
し
た
。

働
組
合
と
労
使
関
係
の
重
要
性

が
大
き
く
高
ま
り
、
今
こ
そ

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
力

強
い
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

職
場
の
視
点
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
今
後
の
単
組
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
重
要
な
取
り
組

み
と
し
て
、
当
該
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
す
る
に
至
っ
た
課
題
認
識

と
、
実
践
し
て
い
く
決
意
を
内

外
に
広
く
発
信
す
る
た
め
に
、

12
月
に
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
予

定
に
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
構
成

は
、
集
団
的
労
使
関
係
の
必
要

性
を
改
め
て
強
く
認
識
す
る
た

め
の
基
調
講
演
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
世
話
役
活
動
を

日
々
実
践
し
て
い
る
分
会
の
実

態
も
踏
ま
え
た
組
織
の
強
化
・

拡
大
に
む
け
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
柱
に
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
各
単

組
の
役
員
が
職
場
に
持
ち
帰
っ

て
活
動
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
中
身
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
た
。
【
ウ
ラ
面
に
続
く
】

　

８
月
３
日
に
大
阪
市
内
に
て

開
催
。
本
年
２
月
の
第
32
回
中

央
委
員
会
に
て
承
認
さ
れ
た

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
よ

政策課題・組織課題の解決にむけた連携を強く訴えた

お盆輸送の結果を踏まえさらなる支援を求めた

コロナ禍の影響が明らかになって以降、国交省には４月、６月に続く要請行動となる

国交省とは危機感を共有し今後の対応を協議

　

８
月
19
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
に
対
し
、

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
の
経
営
自
立
に
む
け
た
取
り
組
み
、
自
然
災
害
に
よ
る
鉄

道
被
災
か
ら
の
復
旧
等
の
対
策
強
化
な
ど
喫
緊
の
政
策
課
題

か
ら
鉄
道
の
持
続
的
発
展
に
関
わ
る
諸
課
題
ま
で
多
岐
に
わ

た
る
事
項
に
対
し
て
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

フォーラム議員秘書との意見交換会

ＪＲ産業への支援実現にむけて連携強化
JR産業の課題や

JR連合の提言内容を共有

第
１
回「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」推
進
委
員
会

２
０
２
０
年
度
活
動
を
ス
タ
ー
ト

運
動
方
針
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
意
志
統
一

各
委
員
会
・
会
議
を
各
地
で
開
催

２
０
２
０
年
度
活
動
を
ス
タ
ー
ト

運
動
方
針
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
意
志
統
一

各
委
員
会
・
会
議
を
各
地
で
開
催

　ＪＲ産業は発足以降、基幹事業である鉄道事業と、駅ビル・不動産、
飲食・物販、ホテル等の関連事業とが相乗効果を発揮し、これまで成
長してきました。そうした中、新型コロナウイルス感染症拡大により、
鉄道利用が激減したことで、関連事業も大幅な減収となり、ＪＲ産業
は発足以来最大の経営危機に直面しています。
　ＪＲ産業の最大産別であるＪＲ連合には、現在、ＪＲ７単組の他、
グループ93単組が加盟し、86,000人の仲間が結集していますが、そう
した厳しい状況下におい
ても、多くの仲間が日々、
歯を食いしばって職場で
頑張っています。
　ＪＲ連合は、すべての
仲間と一丸となって現下
の困難を克服し、将来に
希望が持てる産業を創出
するため、「ＪＲ連合ふ
れあいキャンペーン～全
国の仲間を応援しよう～」
を展開します。
　ＪＲ連合のホームペー
ジに特設ページを設置し、
加盟単組の企業が直営し
ている施設・店舗を紹介
して利用促進を促すこと
で、全国で奮闘している
仲間を応援するとともに、
全組合員一丸となって現
下の経営危機を克服する
ことをめざします。
　ＨＰへのアクセスと施
設・店舗の利用で、全国
の仲間を応援しよう！

ＪＲ連合ふれあいキャンペーン
～全国の仲間を応援しよう～

ＪＲ連合ふれあいキャンペーン
～全国の仲間を応援しよう～

△QRコードで
　アクセス！

都府県別から
直接駅名に
進んでも
ＯＫ！

エリア毎に
行き先を
選べます！

国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ
の
第
３
次
要
請
行
動

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
喫
緊
の
対
応
を
は
じ
め

Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
解
決
に
む
け
た
取
り
組
み
を
要
請

国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ
の
第
３
次
要
請
行
動

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
喫
緊
の
対
応
を
は
じ
め

Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
解
決
に
む
け
た
取
り
組
み
を
要
請
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Ｚｏｏｍを活用しリモート併用会議とした

役員紹介

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

新
幹
線
地
本

執
行
委
員
長

 

山 

本 

康 

平 

さ
ん

と
も
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
部
品

を
作
成
し
た
り
購
入
し
た
り
し
、
そ
の
部

品
同
士
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
細
か
な
調
整

を
経
て
完
成
形
に
仕
上
げ
、
そ
れ
が
ち
ゃ

ん
と
動
く
。
そ
こ
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
。
同
じ
趣
味
の
方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
情
報
交
換
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
世
の
中
が

急
激
に
変
化
し
、
会
社
の
経
営
も
危
機
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
将
来
宣

言
」
に
あ
る
「
い
か
な
る
課
題
に
直
面
し

よ
う
と
も
労
使
で
共
に
乗
り
越
え
る
」
と

い
う
理
念
に
基
づ
き
、
今
後
も
力
強
く
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
一

刻
も
早
い
収
束
を
願
い
つ
つ
、
「
分
会
の

活
性
化
」
と
「
力
強
い
分
会
つ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
実
現
」
の
「
３
つ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
！
」
に
邁
進
し
、
「
将
来
宣

言
」
に
掲
げ
る
「
将
来
に
わ
た
る
会
社
の

発
展
と
組
合
員
・
家
族
の
幸
せ
実
現
」
に

む
け
て
活
動
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
バ
イ
ク
や
自
転
車
な
ど
を

趣
味
に
し
て
お
り
、
乗
り
回
す
こ
と
よ
り

も
解
体
や
組
み
立
て
と
い
っ
た
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
む
し
ろ
好
ん
で
い
ま
す
。
組
合
専

従
に
な
る
前
は
車
両
系
統
で
、
新
幹
線
の

車
両
検
修
に
20
年
ほ
ど
携
わ
っ
て
い
た
こ

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
新
幹
線
地
本
委
員

長
の
山
本
で
す
。

　

新
幹
線
地
本
は
、
東
海
道
新
幹
線
東
京

〜
米
原
間
に
あ
る
46
分
会
、
組
合
員
数
約

５
千
４
０
０
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組

織
で
す
。
私
た
ち
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
の
掲
げ
る
向
こ
う
10
年
間
の
中
期

目
標
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ⇒

２
０
２
７
」
に
基
づ
く
活
動
を
実
践
し
、

全
組
合
員
が
ブ
レ
る
こ
と
な
く
、
「
安
全

の
確
立
」
「
組
織
の
活
性
化
」
「
ハ
ー
ト

　

８
月
６
日
に
大
阪
市
内
に
て

開
催
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ
の
間
、

累
次
の
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働

く
者
の
あ
る
べ
き
姿
や
具
体
的

な
中
期
目
標
を
内
外
に
明
示
し
、

そ
の
到
達
に
む
け
た
取
り
組
み

を
積
み
重
ね
て
き
た
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
は
、
世
界
経
済
や
日
本

経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

生
活
様
式
や
働
き
方
に
も
大
き

な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
中
長
期
視

点
に
立
っ
て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時

代
の
社
会
変
容
を
見
据
え
た
Ｊ

Ｒ
産
業
の
働
き
方
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に
毎

年
の
春
季
生
活
闘
争
を
は
じ
め

と
し
た
労
働
条
件
向
上
に
む
け

た
取
り
組
み
を
ど
う
位
置
付
け

て
い
く
か
、
各
単
組
と
丁
寧
に

検
討
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
労
働

条
件
全
般
に
関
わ
る
情
報
の
共

を
確
認
し
た
。
Ｊ
Ｒ
産
業
の
特

性
を
踏
ま
え
れ
ば
、
長
期
安
定

雇
用
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
産

業
構
造
の
変
化
を
見
据
え
、
就

業
形
態
の
見
直
し
は
不
断
に
行

う
べ
き
と
の
ス
タ
ン
ス
の
下
、

就
業
・
通
勤
・
旅
行
・
移
動
等

の
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、
分
散

型
社
会
の
進
展
を
踏
ま
え
、
中

期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
を
補
完

す
る
形
で
提
言
を
取
り
ま
と
め
、

以
降
の
春
季
生
活
闘
争
や
労
働

協
約
改
訂
交
渉
等
、
労
働
条
件

の
向
上
の
取
り
組
み
に
反
映
さ

せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
提
言
の
基
に
も
な
る

精
緻
な
デ
ー
タ
検
証
を
行
う
た

め
の
「
第
27
回
賃
金
実
態
調
査
」

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
会
社
も

含
め
た
対
象
者
か
ら
の
全
回
収

に
む
け
、
調
査
項
目
の
精
査
や

調
査
方
法
の
確
認
を
行
っ
た
。

を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
連

合
に
お
い
て
も
徹
底

し
た
実
態
把
握
と
丁

寧
な
次
期
計
画
の
策

定
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
、
計
画

の
延
長
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
活
躍

推
進
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
10
回
を

数
え
る
女
性
役
員
意

有
化
、
加
盟
全
単
組

の
労
働
条
件
向
上
に

む
け
た
取
り
組
み
の

意
志
統
一
も
図
っ
た
。

　

そ
し
て
、
社
会
変

容
を
見
据
え
た
働
き

方
の
検
討
で
は
、
来

年
２
月
の
第
33
回
中

央
委
員
会
を
め
ざ
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
提

言
を
ま
と
め
る
方
針

　

８
月
17
日
に
東
京
都
内
に
て

開
催
。
政
府
が
取
り
ま
と
め
た

「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重

点
方
針
２
０
２
０
」
な
ど
の
取

り
巻
く
情
勢
や
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組

の
労
働
協
約
改
訂
交
渉
の
成
果

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
な
ど
を
共
有
し
た

後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
第
３
次
男
女
平

等
参
画
計
画
や
女
性
活
躍
推
進

に
む
け
た
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

　

同
計
画
に
つ
い
て
は
２
０
２

０
年
度
が
最
終
年
度
に
な
っ
て

い
る
が
、
基
と
し
て
い
る
連
合

の
第
４
次
男
女
平
等
参
画
推
進

計
画
の
最
終
年
度
が
２
０
２
１

年
度
に
１
年
延
長
さ
れ
る
こ
と

　

８
月
17
日
に
東
京
都
内
に
て

開
催
。
冒
頭
、
最
近
発
生
し
た

重
大
事
故
・
労
災
の
発
生
状
況

に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
共
有

見
交
換
会
を
年
２
回
開
催
す
る

こ
と
と
し
、
う
ち
１
回
は
女
性

国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
を

検
討
す
る
な
ど
、
よ
り
女
性
役

員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

や
情
報
共
有
、
育
成
に
資
す
る

場
に
で
き
る
よ
う
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
っ
た
。

　

議
題
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
事
業
継
続
す
る
中
で
の
労

働
安
全
衛
生
に
つ
い
て
議
論
を

展
開
し
た
。
す
で
に
労
使
で
対

策
強
化
に
む
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
徹
底
し
た
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
適
時
適
切

に
組
合
員
が
抱
え
る
不
安
や
課

題
を
労
使
で
共
有
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
改
め
て

職
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
委
員

会
で
の
労
使
間
の
意
見
交
換
を

活
発
に
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

を
踏
ま
え
た
今
後
の
社
会
変
化

へ
の
対
応
、
同
Ｐ
Ｔ
の
さ
ら
な

る
推
進
な
ど
を
議
論
し
た
。

　

特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え

た
今
後
の
社
会
変
化
へ
の
対
応

で
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
生
き

抜
き
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
も
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
発

展
を
図
る
た
め
の
政
策
提
言
を

策
定
し
、
多
く
の
関
係
主
体
を

巻
き
込
み
な
が
ら
国
や
地
方
自

治
体
な
ど
と
の
連
携
協
働
に
取

り
組
む
方
針
を
確
認
し
た
。

し
た
。
そ
し
て
、
各
単
組
で
実

施
し
て
い
る
事
故
・
労
災
防
止

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
、
水
平
展
開
を
図
っ
た
。
　

８
月
19
日
に
衆
議
院
第
二
議

員
会
館
に
て
開
催
。
前
段
で
、

流
通
経
済
大
学
板
谷
和
也
教
授

を
招
聘
し
、
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

へ
の
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
講
義

を
賜
り
、
長
期
と
短
期
に
分
け

新
た
な
鉄
道
を
実
現
す
る
手
法

に
つ
い
て
示
唆
を
頂
戴
し
た
。

意
見
交
換
の
場
で
は
、
現
下
の

経
営
状
況
に
対
し
て
、
如
何
に

適
切
な
危
機
感
を
組
合
員
と
共

有
し
て
い
く
べ
き
か
、
そ
し
て

今
ま
で
の
当
た
り
前
を
如
何
に

見
直
し
て
い
け
る
か
、
と
い
っ

た
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
い

議
論
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
間
の
コ

ロ
ナ
禍
に
対
す
る
３
次
に
及
ぶ

政
党
や
国
交
省
へ
の
要
請
行
動

や
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
経
営
自

立
実
現
Ｐ
Ｔ
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
の
産
業
政
策

活
動
に
つ
い
て
、
交
通
重
点
政

策
２
０
２
０
の
策
定
や
２
０
２

１
年
度
政
府
予
算
編
成
・
税
制

改
正
の
取
り
組
み
、
コ
ロ
ナ
禍

　

８
月
26
日
に
京
都
市
内
に
て

開
催
。
事
前
に
各
単
組
の
組
織

担
当
者
と
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
る

個
別
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
に
な
っ
て
い

る
世
話
役
活
動
の
実
態
を
把
握

し
た
上
で
会
議
に
臨
ん
だ
。

　

当
日
の
会
議
で
は
、
ま
ず
は

自
組
織
を
強
化
し
、
そ
の
上
で

拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
共
有
し
た
。
そ
し
て
、

民
主
化
闘
争
を
は
じ
め
新
規
採

用
者
や
グ
ル
ー
プ
労
組
も
含
め

た
組
織
の
拡
大
に
関
す
る
具
体

的
な
手
法
に
つ
い
て
意
志
統
一

を
図
っ
た
。

　

８
月
26
日
に
京
都
市
内
に
て

開
催
。
教
育
に
関
し
て
は
、
各

単
組
の
取
り
組
み
を
情
報
共
有

す
る
と
と
も
に
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
問
題

意
識
や
そ
こ
に
込
め
た
想
い
な

ど
を
、
わ
か
り
や
す
い
教
材
に

し
て
組
合
員
に
伝
え
て
い
く
必

要
性
が
提
起
さ
れ
、
具
体
的
な

方
法
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

広
報
に
関
し
て
は
、
機
関
紙「
Ｊ

Ｒ
連
合
」
の
連
載
記
事
や
、
機

関
誌
「
て
る
み
に
」
の
発
刊
計

画
を
協
議
し
た
後
に
、
ホ
ー
ム

る
情
報
と
連
携
さ
せ
、
効
果
的

に
組
合
員
に
届
け
て
い
く
方
法

を
引
き
続
き
追
求
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
さ
ら
な
る
活
用

に
つ
い
て
議
論
を

展
開
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
し

て
は
、
各
単
組
で

ラ
イ
ン
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
活
用

が
進
ん
で
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
Ｊ

Ｒ
連
合
の
発
信
す

セット加入でパワフル補償

マイカー共済（自動車総合補償）/自賠責共済

守るのはあなた自身とマイカーです。

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済

守るのは
あなたの家族と
マイホーム

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

第
１
回
労
働
政
策
委
員
会

第
１
回
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

第
１
回
安
全
対
策
委
員
会

第
１
回
産
業
政
策
委
員
会

第
１
回
組
織
担
当
者
会
議

教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

　
Ｊ
Ｒ
連
合
東
海
地
方
協
議
会

は
、
７
月
31
日
、
名
古
屋
市
内

に
お
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
や
検
温
、
手

指
の
消
毒
等
の
対
策
を
施
し
た

上
で
、
第
29
回
定
期
委
員
会
を

開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
丸
山

知
章
議
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
中
央
執
行
副
委
員
長
）
は
、

「
何
よ
り
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
し
最
大
限
の
感
染
防

止
を
図
り
、
安
全
最
優
先
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
本

体
の
み
な
ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
会

社
に
お
い
て
も
、
多
く
の
分
野

で
大
打
撃
を
被
っ
て
い
る
が
、

こ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
克
服
し
、
Ｊ

Ｒ
が
社
会
的
役
割
を
果
た
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ

連
合
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
変

容
へ
の
対
応
策
も
含
め
て
国
を

は
じ
め
と
す
る
要
請
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
の

代
表
産
別
の
中
軸
地
域
協
議
会

と
し
て
、
組
合
員
の
負
託
に
こ

た
え
る
運
動
を
全
力
で
邁
進
し

て
い
く
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
今
井
孝
治
企

画
部
長
、
中
部
交
運
労
協
か
ら

合
の
必
要
性
が
か
つ
て
な
い
ほ

ど
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
今
こ
そ
『
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

ン
』
に
基
づ
く
運
動
を
通
じ
て

組
織
を
強
化
し
、
す
べ
て
の
仲

間
が
集
団
的
労
使
関
係
に
ま
も

ら
れ
る
環
境
を
築
き
上
げ
て
い

こ
う
」
と
強
く
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
各
議
案
に
対
す
る

審
議
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
議

案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
委
員
会
宣
言
を
採
択

し
、
丸
山
議
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

勝
田
覚
副
議
長
、

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
地
方
議
員

団
の
河
合
洋
介

愛
知
県
議
会
議

員
が
出
席
し
、

そ
れ
ぞ
れ
激
励

と
連
帯
の
挨
拶

を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
今

井
企
画
部
長
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
労
働
組

東
海
地
協
第
29
回
定
期
委
員
会

責
任
と
自
覚
を
持
っ
て

Ｊ
Ｒ
産
業
の
未
来
を
切
り
拓
こ
う

ソーシャルディスタンスに配慮した会場
での開催に努めた

東京への集中を避け各地で開催

中軸地域協議会としての意気込みを語る丸山議長

流
通
経
済
大
・
板
谷
教
授


